
平成22年2月

応　募　者　各　位

公益信託マイクロソフト知的財産研究助成基金

運営委員長　菊池　純一

受託者　中央三井信託銀行株式会社

執行役員　本店法人営業部長　渡辺　睦

第7回｢研究助成金｣並びに｢マイクロソフト知的財産研究賞｣公募のご案内

拝啓　時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げますo

さて､当基金は平成1 6年6月に主務官庁である文部科学省より許可を受け､知的財産の創造､

保護及び活用に関する経済･社会システムの研究に携わっている研究者への助成事業を通じ､ ｢知

的財産立国｣の実現に貢献することを目的にマイクロソフト株式会社により設定されました｡

当基金の助成事業には､ ｢研究助成金｣と｢マイクロソフト知的財産研究賞｣の2種類があり

ます｡

｢研究助成金｣は､情報社会における知的財産(ソフトウェア､コンテンツ､ブランド等)の

創造､保護及び活用に関する経済･社会システムの研究に携わっている研究者への助成金の給付

事業です｡

｢マイクロソフト知的財産研究賞｣時､情報社会における知的財産(ソフトウェア､コンテン

ツ､ブランド等)の創造､保護及び活用に関する経済･社会システムの研究に関し､優れた業績

をあげられた研究者へ顕彰金を授与する事業です｡

｢研究助成金｣は自薦方式､ ｢マイクロソフト知的財産研究賞｣は自薦と他薦の両方式により

募集いたしますo

当基金第7回の公募を別紙の通り行ないますので､応募者は応募手続に従って期日までに応募

書類を提出して下さい.なお､応募書類は返却致しませんo

なお､過年度申請した方で不採択となった方も､再応募可能ですので奮ってご応募下さい.

敬具

添付書類

1.平成2 2年度募集要領

(1) ｢研究助成金｣侯覇者募集要領

(2) ｢マイクロソフト知的財産研究賞｣受賞侯婿者募集要領

2.同上串請書用紙(提出時はA 3判両面印刷)

3.事業概念図

4.過年度受給者一覧表

*なお､上記添付書類2.は下記の当基金Webサイト(http://m.mskoueki.info/)または

中央三井信託銀行のWebサイト(http://www.chuomitsui.co.jp鹿oueki/)にてダウンロー

ド可能です｡



公益信託マイクロソフト知的財産研究助成基金

平成2 2年度｢研究助成金｣候補者募集要領

1.趣旨

知的財産の創造､保護及び活用に関する経済･社会システムの研究に携わっている研究者に対し

て､研究支援のために助成を行なう｡

2.助成対象研究分野

情報社会における知的財産(ソフトウェア､コンテンツ､ブランド等)の創造､保護及び活用に

関する経済･社会システムの研究-別添の概念図を参照のこと｡ (ソフトウエア･コンテンツ

等知的財産そのものの開発･作成は助成対象研究ではありませんのでご注意下さいo )

3.助成対象者

( 1)原則として国内の大学､その他各種研究機関において前項に掲げた分野の研究に携わって

いる大学院修士課程以上の研究者･院生(個人) ｡

( 2)国籍は問わないが日本語による助成対象研究報告書作成が条件｡

(3)同一人による｢マイクロソフト知的財産研究賞｣との重複受給は他年度を含め認めないo

(4)他の助成金等との重複受給は妨げない｡

(5)採択者は氏名､所属及び研究課題･助成対象研究報告書を小冊子･当基金HP等で開示す

ることを了承するものとする｡

4.研究助成金額･件数

原則9件以内(1件最高1 00万円) ､ ｢知的財産研究賞｣と合わせ合計1 0件以内とする｡

5.応募方法

別添の申請書を受託者宛てに提出する｡当基金Webサイト(http:〝町野軌mSkoueki.info/)また

は中央三井信託銀行のWebサイト(ht軸:〟甲閉.Chuomitsui.co.jpfkoueki/)にてダウンロード

可能｡

尚､申請書は助成者の選考審査の為のみに使用し､選考後は申請者に返却しない｡

6.応募締切日

平成22年5月7日(金) (当日消印有効)

7.選考方法及び選考結果の通知

当基金の運営委員会で選考する｡平成2 2年7月前半に応募者に直接通知する｡

8.助成金の交付

平成2 2年7月後半以降に交付するo (東京にて贈呈式を予定しているD )尚､所属機関への委

任経理とする場合､間接経費の使用及び助成者の異動等による研究途中での助成金使用者の変更

は静めないo　また､委任経理の場合は交付が1ケ月以上遅くなる場合があるD

9.研究成果及び研究助成金使途の報告

平成2 3年9月迄に遅滞なく研究報告書を提出する｡ (なお研究開始は助成金交付後｡ )

収支決算書の提出を求めることがある｡

1 0.研究成果の公表方法

本研究の成果公表に際しては､公益信託マイクロソフト知的財産研究助成基金(英文名: Microso氏

Public TmlSt　血r hteuBCtual　PTOPerty Research SlユPpOTt Fund)の助成による旨を

明記すると共に､刊行物に掲載された場合にはその別刷2部を受託者に提出するo

1 1.応募書類提出先

受託者:〒105-8574　　東京都港区芝3-33-1

中央三井信託銀行本店法人営業部公益信託課

担当:碧藤　　　　電話　03･5232･8911 FAX 03.5232.8919



公益信託マイクロソフト知的財産研究助成基金

平成2 2年度｢マイクロソフト知的財産研究賞｣候補者募集要領

1.趣旨

知的財産の創造､保護及び活用に関する経済･社会システムの研究に関し､優れた業寮をあげた

研究者に対し､顕彰金を授与してその業簾を称える0

2.助成対象研究分野

情報社会における知的財産(ソフトウェア､コンテンツ､ブランド等)の創造､保護及び活用に

関する経済･社会システムの研究--･別添の概念図を参照のこと(ソフトウエア･コンテンツ等

知的財産そのものの開発･作成さま助成対象研究ではありませんので注意して下さいo )

3.助成対象者

(1)学歴､職歴､身分についての条件はない｡

(2)国籍は問わないが日本語による業漬対象成果物(※書籍)作成が条件｡

(3)同一人による当基金｢研究助成金｣との重複受給は他年度を含め認めない｡

(4)他の助成金等との重複受給は妨げない｡

(5)採択者は氏名､所属及び研究テーマ･内容等を小冊子･当基金HP等で開示することを

了承するものとする｡

4.顕彰金額･件数

自薦･他薦あわせて原則1件以内(1件最高100万円) ､ ｢研究助成金｣と合せ合計1 0件以

内とする｡

5.応募方法

別添の申請書(自薦と他薦を選択)及び業寮対象成果物(※書籍) 1点を受託者宛てに提出する｡

他薦方式の推薦者の資格条件は特にない｡当基金Webサイト(http:〟野WW.mSkoueki.info/)

または中央三井信託銀行のWebサイト(http://W那野.ehuomitsui.cojp/koueki/)にてダウン

ロード可能｡

尚､申請書は助成者の選考審査の為のみに使用し､選考後は申請者に返却しない｡

※市販されている､ブックコードのある書籍｡共著ではなく単独著作が望ましい｡

6.応募締切日

平成22年5月7日(金) (当日消印有効)

7.選考方法および選考結果の通知

当基金の運営委員会で選考する｡平成2 2年7月前半に自薦方式は申込者､他薦方式は推薦者に

直接通知する｡なお､他薦方式で採択された場合は､被推薦人にも通知する｡

8.助成金の交付

平成2 2年7月後半以降に交付するo　く東京にて贈呈式を予定しているo )尚､所属機関への委

任経理とする場合､間接経費の使用及び助成者の異動等による研究途中での助成金使用者の変更

は認めない｡また､委任経理の場合は交付が1ケ月以上遅くなる場合がある｡

9.研究成果の公表方法

本研究の成果公表に際しては､公益信託マイクロソフト知的財産研究助成基金(英文名: Microso氏

Public Trust　foT htenectual　Property Research Support Fund)の助成による旨を

明記すると共に､刊行物に掲載された場合にはその別刷2部を受託者に浸出する0

1 0.応募書類提出先

受託者:〒105-8574　　東京都港区芝3-33-1

中央三井信託銀行本店法人営業部公益信託課

担当:斎藤　　　　電話　03･5232.8911 FAX 03-5232.8919



提出日　平成　　年　　月　　日

申込者　氏　名 lji-J

東京都港区芝　3　丁　目　3　3　番1号

公益信託マイクロソフト和的財産研究助成基金

受託者　中央三井信託銀行株式会社　御中

公益信託マイクロソフト知的財産研究助成基金･研究助成申込書

下記の通り､貴公益信託の研究助成を受けたいので申請します｡

★この申請書類に記載する事項結､助成金等の支給対象者の選考等､貴公益信託の運営に必要な範囲内で､貴公益信託の受託者･運営委

員･信託管理人･委託者が取得･利用すること､また､支給が決定した場合按､氏名､所属､研究テーマ等の情報が､主務官庁-提供

される他､助成対象研究報告書の内容が当基金ホームページ及び小冊子にそのまま掲哉され一般に公開されることについて､同意のう

え応募します｡

ふりがな 俤ﾙ��ｴ�ｭb��Xｧx��靆Hｸhｴ�ｭX,�,r��･どちらかを○で囲んで下さい○ 

氏名 冖ﾈ��(大学院生の場合記入) 修士(博士前期)課暴博士(後期)課程 

･学部(所属部署) ･専衣学科 

生年月日昭和.平成年月日 (歳) 現住所〒口口ロー□口□ロ 電話番号() 冩��R�

所在地〒口口□一口口口口 電話番号() 主な所属学会 唸ﾊHｸh���

･結果通知先を○で囲んで下さい○ 自宅所属先 

･連絡先メールアドレス 

教育歴 

'㌘区窒'`学校名および所在地'`専攻学科'(入学､卒業書芸'書芸 

入学年月 

卒業年月 

入学年月 

卒貴年月 

入学年月 

卒業年月 

職歴 

(勤務先および所在地)(職務内容.役職名)(勤務期間) 

専門分野及びこれまでの研究の概要 

プリントアウトは､必ずA3判でお顔いします｡ (裏面につづく)



研究助成一幕

研究罷題とその背景 � ��

研究課題 � ��

その背景 � 

助成金申請期間の研究計画 � ��

r知的財産立国)の実現-の貢献見通し � ��

定期的収入の有無(○で囲んで下さい) � ��

1.弊学金2.給与.報酬3.その他(アルバイトなど) � ��

他故国から受けている又柱受けることが欽定している研究助成(職場で得る研究費を含む) � ��

研究課題助成金額助 ��ﾈｴ�ｭb�助成期間 ��

万円 剩N月～年 佇��



提出日　平成　　年　　月　　日

申込者　氏名

東京都港区軍3丁目　3　3番1号

公益信託マイクロソフト知的財産研究助成基金

受託者　中央三井信託銀行株式会社　御中

公益信託マイクロソフト知的財産研究助成基金

_ ｢マイクロソフト知的財産研究賞｣申込書(自薦用)

下記の通り､貴公益信託の受賞倣補者として申請します｡

★この申請書寮に記載する事項綻､助成金等の支給対象者の選考等､貴公益信託の運営に必要な範囲内で､貴公益信託の受託者･運営委

員･信託管理人･委託者が取得･利用すること､また､支給が改定した場合結､氏名､所属､研究テーマ等の情報が､主務官庁-提供

される他､-放に公開されることについて､同意のうえ応募しますら 

ふりがな 俤ﾙ��ｴ�ｭb��Xｧx��靆Hｸhｴ�ｭX,�,r��所属部署 

氏名 冖ﾈ��･学部 

生年月日昭和.平成年月日 冩��R��ﾝﾙ&��xﾏｸ8ﾘ8ﾘ�ｴVｨﾏｸ��8ﾒ�6I�)MHﾘbｒ�皦,引ｩ�隗x橙�･専攻学科 

(義) 現住所〒口口ロー口ロロロ 電話番号() 勍研究室 

･絵島通知免を○で囲んで下さいo 自宅所属先 

･連絡先メールアドレス 

教育歴 
(学校区分)(学校名および所在喝(専攻学科)(入学､卒業年次) 
大学人学年月 

卒業年月 

入学年月 
卒業年月 

入学年月 
卒業年月 

入学年月 

卒業年月 

職歴 

(勤務先および所在地)(職務内容.役職名)(勤務期間) 

主要論文リスト 

プリントアウト往､必ずA3判でお願いします｡ (裏面につづく)



自薦用｢裏



東京都港区芝　3　丁　目　3　3　番1号

公益信託マイクロソフト知的財産研究助成基金

受託者　中央三井信託銀行株式会社　御中

暴出目　平成　年　月　　日

(〒　　　　) (電話　　　　　　　　　)

推簾者

氏チ　　　　④一-.-一一一一一一一一一)I

公益信託マイクロソフト知的財産研究助成基金

}マイクロソフト知的財産研究賞｣推愚書(他薦用)

下記の方を､貴公益信託の受賞侯祐者として推蒸します｡

★この申請書掛こ記者する事項柱､助成金等の支給対象者の選考等､貴公益信託の運営に必要な範囲内で､貴公益信託の受託者･運営委

員･信託管悪人･委託者が取得･利用すること､また､支給が欽定した鎗合臥氏名､所属､研究テーマ等の情報が､主務官庁-提供

される他､一般に公開されることについて､受賞俵槍者娃同意のうえ応暮します○ 

ふりがな 俤ﾙ��ｴ�ｭb��Xｧx��靆Hｸhｴ�ｭh,�,r��所属部署 

氏名 冖ﾈ��･学部 

生年月日昭和.平成年月日 冩��R�･寺家学科 

(義) 現住所〒ロロロー口口ロロ 電話番号() 傀ｨﾝﾙ&��x����8ﾘ�ｸ8ﾘ�������6I�)MHﾘbｒ�皦,引ｩ�隗x橙�･研究豪 

･推薦者連絡先メールアドレス 

教育歴 
(学校区分)(学校名および所在地)(専攻学科)(入学､卒業年次) 
大学人学年月 

卒業年月 
入学年月 

卒業年月 

入学年月 

卒業年月 
入学年月 

卒菓年月 

職歴 

(勤務先および所在地)(職務内容.役職名)(勤番期間) 

主要論文リスト 

プリントアウト柱､ Å3判でお腐いします｡ (裏面につづく)



他薦用｢裏



公益信託マイクロソフト知的財産研究助成基金｢事業概念図｣

★下記①②③④⑤の研究を助成対象とする

知的財産立国の確立

†
経済.社会システムへのアプローチ

知的財産､

†
クリエーター

(発明家.創造家)


